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 独立行政法人建築研究所では、建築研究資料「開口部の日射熱取得性能および断熱性能

の評価方法」をとりまとめ、ウェブサイトに掲載しましたのでご案内します。 

これらは、建築研究所の重点的研究課題である「省エネ基準運用強化に向けた住宅・建

築の省エネルギー性能評価手法の高度化（平成23～25年度）」に関連して共同研究を実施し

た国土交通省建築基準整備促進事業の一課題である「開口部材の日射侵入率等熱特性に関

する調査」において、平成23年度から24年度までの間、開口部の熱性能に関する課題を整

理し、評価方法とデータを整備した技術資料について、わかりやすく再構成した上でとり

まとめたものです。住宅の省エネルギー基準の整備に資することを目的とし、基礎的デー

タや技術的知見を収集し、技術基準原案となる基礎資料の作成を行ないました。 

具体的には、日射熱取得率の測定、日射熱取得率計算方法の調査、熱貫流率、ビル用開

口部の熱性能、窓の熱性能と住宅・建築物の熱負荷に関して、基礎データを収集・分析し

て整備しました。 

住宅の省エネルギーに関わる関係各位に広くご覧いただくことを期待しています。 
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http://www.kenken.go.jp/japanese/contents/publications/data/161/index.html 
 
 
 
 
 
 
 
 

（内容の問合せ先） 
独立行政法人 建築研究所 
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